
■
子
供
報
恩
講
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
■

一
月
十
六
日
は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
命
日
、
毎
年
一
月
の
日
曜
学

平
成
二
十
七
年
の
光
山
寺
前
期
行
事
予
定
の
一
覧
で
す
。

校
は
、「
こ
ど
も
報
恩
講
」と
称
し
て
、お
勤
め
の
後
、お
齋
に
ゲ
ー
ム
と
子

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

供
達
と
父
兄
も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。毎
年
多
く
の

★
萩
組
・
光
山
寺
法
要
関
連

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

一
月
一
〇
日
（
土
曜
）
午
前
十
一
時
半

最
勝
講
（
玉
江
地
区
）

し
ゃ
る
父
兄
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お
正
月
の
子
供
報
恩
講
に

一
月
二
三
日
（
金
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
長
泉
寺
）

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
（
会
長
、
西

是
非
と
も
ご
一
緒
に
ご
参
加
下
さ
い
。参
加
費
等
は
無
料
で
す
。

二
月

一
日
（
日
曜
）
午
後
七
時
半

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（
真
行
寺
）

島
孝
一
）
、
文
化
部
（
野
村
謙
次
部

日
時
：
一
月
十
二
日
（
月
曜
、
祝
日
）
午
前
十
一
時
～
午
後
二
時
頃

三
月
二
二
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

萩
組
連
続
研
修
（
真
行
寺
）

長
）
研
修
会
並
び
に
忘
年
会
が
十
二

会
場
：
光
山
寺
本
堂
に
て

五
月
一
・
二
日
（
金
・
土
曜
）

春
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
中
島
昭
念
師
）

月
二
十
日
（
土
）
午
後
六
時
よ
り
光

★
子
供
会
（
日
曜
学
校
）

関
連

午
前
九
時
よ
り
開
催

山
寺
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
ご
正
忌
報
恩
講
（
ご
し
ょ
う
き
ほ
う
お
ん
こ
う
）■

一
月

一
二
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講

今
年
度
も
講
師
と
し
て
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
、
道
迫
真
吾
氏
を
お

親
鸞
聖
人
の
ご
祥
月(

し
ょ
う
つ
き)

以
降
、
二
月

八
日
（
日
曜
）・
三
月
一
五
日
（
日
曜
）

迎
え
し
て
、「
吉
田
松
陰
と
そ
の
妹
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

命
日
を
縁
に
一
月
九
日
か
ら
十
六
日

四
月
一
九
日
（
日
曜
）

た
。

の
一
週
間
営
ま
れ
る
本
願
寺
最
大
の
年

★
仏
教
青
年
会

関
連

今
回
は
、
本
年
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
あ
る
文
さ
ん

中
行
事
で
す
。
期
間
中
、
全
国
か
ら
僧

一
月
十
二
日
（
月
曜
）
午
前
十
一
時

子
供
報
恩
講
と
同
時
開

ふ
み

を
取
り
巻
く
人
々
と
し
て
、
最
初
の
夫
で
あ
っ
た
久
坂
玄
瑞
と
文
さ
ん
の

侶
・
門
信
徒
が
多
数
参
拝
し
、
聖
人
の
ご

★
仏
教
壮
年
会

関
連

関
係
、
楫
取
素
彦
（
文
の
再
婚
後
の
夫
）の
久
坂
玄
瑞
へ
の
想
い
な
ど
、
新

遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
浄
土
真
宗
の
信

三
月
二
八
日
（
土
曜
）
午
前
十
時

山
口
教
区
仏
教
壮
年
大
会
（
四
〇
回
年
記
念
）

発
見
を
ま
じ
え
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
の
こ
ぼ
れ

者
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
す
。新

（
山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
）

話
な
ど
、約
六
十
名
の
参
加
者
が
話
に
聞
き
入
り
、研
修
会
終
了
後
は
、
門
主
と
な
っ
て
初
め
て
の
報
恩
講
法
要

五
月

下
旬

午
後
七
時
半

光
山
寺
仏
教
壮
年
会
総
会

今
回
も
三
隅
の
極
楽
寺
仏
教
壮
年
会
員
四
名
と
光
山
寺
仏
教
婦
人

で
す
。是
非
お
参
り
く
だ
さ
い
。

六
月

未
定
（
日
曜
）
午
後
三
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

会
有
志
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
約
四
十
名
の
ご
門
徒
と
共
に
賑
々
し

★
仏
教
婦
人
会

関
連

く
忘
年
会
が
庫
裏
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
萩
組
門
信
徒
の
集
い

今
年
は
市
民
館
で
開
催
■

二
月
下
旬
・
四
月
中
旬

光
山
寺
仏
教
婦
人
会
常
任
委
員
会
・
全
役
員
会

■
萩
仏
教
会
で
パ
ネ
ル
展
示
■

萩
組
門
信
徒
の
集
い（
記
念
法
座
）は
、
今
年
は
相
愛
大
学
文
学
部

五
月
一
七
日
（
日
曜
）
午
前
九
時
半

光
山
寺
初
参
式

萩
仏
教
会
（
会
長
、
東
光
寺
）で
は
、
本
年
の
花
祭
り（
お
釈
迦
さ
ま
の

教
授
の
釈
徹
宗
師
を
迎
え
て
、萩
市
民
館
に
て
七
月
一
九
日（
日
曜
日
）
★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会
（
登
録
制
・
要
年
会
費
二
千
円
）

誕
生
日
）に
て
、維
新
百
五
十
年
を
記
念
し
た
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
。

に
開
催
さ
れ
ま
す
。宗
教
学
者
と
し
て
活
躍
の
釈
先
生
に
よ
る「
落
語
と

四
月
一
三
日
（
月
曜
、
午
後
八
時
）、
六
月
一
五
日
（
月
曜
）

今
年
は
、
幕
末
維
新
に
活
躍
し
た
志
士
ゆ
か
り
の
寺
や
お
墓
、
遺
品

仏
教
」に
つ
い
て
お
話
さ
れ
る
予
定
で
、
実
際
の
落
語
家
も
来
場
さ
れ
、落

以
降
、
隔
月
原
則
月
曜
日
、
午
後
八
時
庫
裡
に
て
開
催
。
十
月
ま
で
四
回
開
催
。

な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示
に
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
な
ど
で
は

語
が
一
席
設
け
ら
れ
ま
す
。

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
、
一
般
参
加
可
・
無
料
）

紹
介
さ
れ
な
い
隠
れ
た
志
士
ゆ
か
り
の
場
所(

お
墓
）や
遺
品
が
紹
介
さ

五
月

九
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

れ
る
貴
重
な
展
示
と
な
る
予
定
で
す
。ま
た
、
今
年
は
昨
年
募
集
し
た
仏

■
秋
の
叙
勲
■

六
月
一
三
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

教
会
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
あ
る「
萩
ぶ
っ
ち
ゃ
ん
」

平
成
二
十
六
度
の
秋
の
叙
勲
に
て
、
光
山
寺
門
徒
の
來
嶋
弘
昭
さ
ん

七
月
一
一
日
（
土
曜
）
午
後
八
時

光
山
寺
本
堂

の
実
際
の
着
ぐ
る
み
も
披
露
さ
れ
る
。
開

（
山
田
地
区
、
七
六
才
、
当
時
）が
、
元
萩
市
消

以
後
、
毎
月
第
二
土
曜
、
午
後
八
時
開
催
。
十
月
ま
で
六
回
開
催
。

催
日
時
と
会
場
は
、
四
月
の
第
一
日
曜

防
団
分
団
長
と
し
て
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

★
雅
楽
練
習
会
（
原
則
日
曜
午
後
７
時
半
。
不
定
期
開
催
）

日
に
ア
ー
ケ
ー
ド
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
詳

れ
ま
し
た
。
來
島
さ
ん
は
四
〇
年
に
わ
た
っ
て

一
月
一
八
日
（
日
）
・
三
月
一
五
日
（
日
）

細
日
程
は
決
定
次
第
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
防
災
に
務
め

※
コ
ー
ラ
ス
の
日
程
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
定
で
す
。

ら
れ
ま
し
た
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分
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■
募
金
箱
報
告
■

■
法
話「
ホ
ン
モ
ノ
の
宗
教
■

大
阪
教
区

豊
島
学
由

■
念
仏
者
列
伝「
松
陰
の
母
、滝
」■

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）の
募
金
箱
（
焼
香
卓
よ
こ
）に
集
ま

私
は
ま
だ
ニ
セ
札
を
つ
か
ま
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、ニ

吉
田
松
陰
の
実
母
で
あ
る
滝
は
、
毛
利
志
摩
（
毛
利
家
一
門
の
阿
川
毛

っ
た
募
金
一
万
一
千
六
十
三
円
を
十
二
月
三
十
日
に
送

セ
札
は
、ホ
ン
モ
ノ
そ
っ
く
り
な
の
で
、よ
ほ
ど
注
意
し
な
い
と
分
か
利
家
）の
家
臣
村
田
右
中
の
三
女
と
し
て
誕
生
し
、二
十
歳
の
と
き
藩
士
児

金
致
し
ま
し
た
。
沢
山
の
募
金
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

ら
な
い
そ
う
で
す
。大
体
ニ
セ
モ
ノ
の
特
徴
は
、ホ
ン
モ
ノ
に
よ
く
似
玉
太
兵
衛
の
養
女
と
な
り
藩
士
杉
百
合
之
助
（
常
道
）と
結
婚
し
た
。三
男

し
た
。ま
た
、
仏
教
婦
人
会
設
置
の
募
金
箱
に
集
ま
っ
た
募

て
い
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
ホ
ン
モ
ノ
を
知
ら
な
い
者
四
女
を
も
う
け
、性
格
は
温
容
・
親
切
で
勤
倹
に
努
め
、馬
を
使
っ
て
農
耕
に

金
は
、
広
島
豪
雨
災
害
救
援
義
援
金
と
し
て
、
夏
に
十
万

は
、ニ
セ
モ
ノ
を
つ
か
ま
さ
れ
る
は
め
に
な
り
ま
す
。

も
従
事
し
た
と
伝
わ
る
。安
政
六
年
五
月
二
十
四
日
、安
政
の
大
獄
に
て
江

円
を
広
島
別
院
に
直
説
送
金
い
た
し
ま
し
た
。（
詳
細
前
号

世
の
中
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
ニ
セ
モ
ノ
が
横
行
し
て
い
て
、人
を
だ
戸
送
り
と
な
る
松
陰
が
、出
立
直
前
に
一
晩
だ
け
野
山
獄
か
ら
杉
家
に
戻
っ

報
告
済
）
募
金
箱
は
引
き
続
き
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
ま

ま
し
て
い
ま
す
。だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
常
に
ホ
ン
モ
ノ
に
親
し
ん
た
折
に
は
、仏
壇
に
灯
明
を
あ
げ
な
が
ら
、松
陰
に
無
事
に
帰
れ
る
よ
う
に
拝

す
。今
後
と
も
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

で
お
く
以
外
に
、ニ
セ
モ
ノ
を
見
破
る
方
法
は
な
い
よ
う
で
ご
ざ
い
め
と
促
し
、松
陰
が
素
直
に
手
を
合
わ
せ
た
と
い
う
光
景
が
伝
わ
っ
て
い
る
。①

■
初
参
式
の
お
知
ら
せ
■

ま
す
。ニ
セ
札
を
見
抜
く
の
は
、や
は
り
銀
行
員
が
一
番
早
い
そ
う
ま
た
、松
陰
が
処
刑
さ
れ
、そ
の
咎
が
夫
に
及
ぶ
も
少
し
も
動
じ
ず
、明
治
九

と
が

親
鸞
聖
人
の
誕
生
月
で
あ
る
五
月
に
は
毎
年
婦
人
会
主
催
に
よ
り
初
参
式

で
す
。そ
れ
こ
そ
常
に
ホ
ン
モ
ノ
に
親
し
ん
で
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
年
の
前
原
一
誠
の
乱
で
は
、
孫
の
小
太
郎
や
一
族
が
参
戦
死
亡
す
る
も
一

を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
五
月
十
七
日（
日
曜
日
）午
前
九
時
半
よ
り
光
山

宗
教
に
つ
い
て
の
ニ
セ
モ
ノ
と
ホ
ン
モ
ノ
の
け
じ
め
を
親
鸞
聖
人
も
誤
り
な
か
っ
た
と
い
う
。

寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
生
後
一
年
く
ら
い
ま
で
の

か
ら
教
え
て
頂
い
た
お
か
げ
で
、ニ
セ
モ
ノ
の
宗
教
の
誘
惑
に
か
か

晩
年
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
滝
の
病
気
平
癒
の
故
、

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
が
、
仏
の
子
と
し
て
育
つ
た

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
毎
年
お
つ
と
め
致
し
ま
す
報
恩
講
は
、
品
川
弥
二
郎
を
通
し
て
皇
后
陛
下
賜
の
恩
命
が
夫
の
民
治
宛
に
伝
達
さ
れ

め
仏
教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う
合
同
の
初
参
式
で

親
鸞
聖
人
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
浄
土
真
宗
の
大
切
な
法
要
た
。②
こ
の
時
、本
願
寺
か
ら
山
口
出
身
の
小
野
島
行
薫
が
、萩
別
院
に
出
向

す
。
参
加
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
お
名
前
・
生
年

で
あ
り
ま
す
が
、
聖
人
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
の
一
つ
に
、
今
し
て
い
た
の
で
、
滝
は
行
薫
を
招
待
し
、親
戚
、
友
人
に
対
し
て
恩
賜
披
露
の

月
日
等
を
光
山
寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
尚
、
当

申
し
て
お
り
ま
す
宗
教
を
見
る
眼
を
与
え
て
頂
い
た
と
い
う
こ
と
た
め
の
法
話
会
を
開
い
て
い
る
。

日
参
加
で
き
な
い
方
は
個
別
の
初
参
式
や
自
宅
で
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、晩
年
は
肥
満
等
に
よ
り
起
居
も
不
自
由
で
あ
っ
た
よ
う
で
、翌
年

初
参
式
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
で
、是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

宗
教
は
人
生
の
一
部
分
で
は
な
く
全
体
の
問
題
で
あ
り
ま
す
明
治
二
十
三
年
八
月
二
十
三
日
に
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
て
い
る
。
葬
儀
に

■
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
会
員
募
集
！
■

だ
け
に
、ニ
セ
モ
ノ
の
宗
教
を
見
抜
け
な
か
っ
た
ら
、
大
切
な
一
生
は
、明
如
上
人
夫
人
の
追
悼
の
歌
と
し
て
、

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
鑚
仰
し
、
同
朋
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的

が
台
な
し
で
あ
り
ま
す
。聖
人
の
お
か
げ
で
ニ
セ
モ
ノ
の
宗
教
に
か

国
の
た
め

つ
く
し
ゝ
の
み
か

伝
へ
つ
る

と
し
た「
親
鸞
聖
人
鑚
仰
会
」
を
今
年
も
四
月
十
三
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

か
わ
ら
ず
に
、真
実
に
よ
っ
て
人
生
を
送
ら
せ
て
頂
く
こ
と
の
で
き

み
の
り
の
道
は

ふ
み
も
た
が
へ
ず

で
、
新
規
会
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。ご
門
徒
に
限
ら

る
こ
と
に
お
礼
を
申
さ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
ホ
ン
モ
ノ
の
が
贈
ら
れ
た
。
使
償
と
し
て
小
野
島
行
薫
が
こ
れ
を
持
参
し
て
、滝
の
仏
前

ず
、
年
齢
・
男
女
を
一
切
問
わ
ず
広
く
親
鸞
聖
人
の
み

宗
教
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
聖
人
の
仰
せ
に
は
人
間
の
一
切
の
は
か
ら
に
供
え
た
と
い
う
。院
号
法
名
は「
實
成
院
釋
智
覺
乗
蓮
」で
あ
っ
た
。

教
え
を
仰
ぐ
方
々
の
集
ま
り
で
す
。
年
会
費
は
二
千

い
を
認
め
な
い
と
い
う
点
で
あ
り
ま
す
。
自
己
中
心
の
欲
望
は
も

註

円
で
二
ヶ
月
に
一
回
の
開
催
。
本
年
度
は
、
正
信
偈
を

と
よ
り
、正
邪
善
悪
に
と
ら
わ
れ
る
と
御
信
心
の
真
実
性
は
ゆ
が
①
松
陰
に
学
ん
だ
松
下
村
塾
生
で
最
も
長
生
き
し
た
人
物
の
天
野
清

三

郎
（
渡
辺
蒿

蔵
、
天

せ
い
ざ
ぶ
ろ
う

こ
う
ぞ
う

学
ぶ
を
テ
ー
マ
に
、「
季
刊
せ
い
て
ん
」
を
サ
ブ
テ
キ
ス
ト

ん
で
し
ま
い
ま
す
。真
実
の
教
え
と
は
、
自
分
の
宗
教
を
正
し
い
と

保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉-

昭
和
十
四
年
〈
一
九
三
九
〉）
の
談
話
記
録
に
よ
る
。（
福
本
義
亮

と
し
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。『
浄
土
真
宗
聖
典
（
註
釈

主
張
す
る
こ
と
で
は
な
く
、む
し
ろ
自
分
の
正
し
い
と
か
善
い
こ
と

『
吉
田
松
陰
の
母
』
一
九
一
頁
、
誠
文
堂
新
光
社
、
昭
和
十
六
年
〈
一
九
四
一
〉）

版
）
』が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、お
持
ち
で
な
い
方
は
当

を
し
た
と
い
う
心
を
、く
だ
い
て
下
さ
る
の
が
真
実
の
教
え
な
の
で
②
こ
れ
は
、
明
治
十
六
年
、
『
吉
田
松
陰
の
母
滝
子
』
な
る
書
が
、
三
条
公
の
手
を
経

日
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。原
則
偶
数
月
、
月
曜
日
午
後

あ
り
ま
す
。

て
明
治
天
皇
に
供
せ
れ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
よ
う
で
、
殊
に
皇
后
陛
下
の
慈
し
み

八
時
開
催
と
な
り
ま
す
。時
間
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

深
き
言
葉
が
品
川
弥
二
郎
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
三
年
の
二

詳
し
い
申
込
み
に
つ
い
て
は
別
紙
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
テ
レ
ホ
ン
法
話
集
「
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
」
（
第
１
集
）
よ
り
転
載
）

月
十
一
日
憲
法
発
布
の
盛
典
に
は
、
松
陰
に
は
正
四
位
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
六
時
十
分

（第５４号） 光山寺新聞 ２０１５年（平成２７年）１月１日（木曜日）


